
仙台・東北から世界を変える
スタートアップの輩出を目指して

仙台市経済局
スタートアップ支援課



仙台市の起業家・スタートアップ支援の背景

東日本大震災発災 多様な人材の流入、起業が増加 東北は課題先進地域

多様な起業家が地域には必要

社会起業家スモールビジネス スタートアップ
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仙台市のスタートアップ支援の主な経過
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東日本大震災以降高まった起業の機運を後押しし、多様な起業家を産み育てるエコシステムを構築
仙台・東北のインパクトスタートアップとディープテックスタートアップを支援

2013年度

「日本一起業しやすいまち」宣言
・起業家応援イベント「SENDAI for Startups!」スタート（2013）
・仙台市起業支援センターアシ☆スタ設立（2014）

東北全域を対象としたアクセラレーションプログラム始動
・東北グロースアクセラレータースタート（2017）
・東北ソーシャル・インパクトアクセラレータースタート（2017）

スタートアップ・エコシステム拠点都市選定
・仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会設立（2019）
・J-Startup TOHOKUの立ち上げ（2020）
・仙台スタートアップ戦略の策定（2022）

2017年度

2020年度

仙台・東北のスタートアップ・エコシステムのさらなる発展
・スタートアップ支援体制の強化

2023年度
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起業家応援イベント SENDAI for Startups!（2013年度〜）

仙台・東北での起業の促進、首都圏等からの人材や投資の呼び込みを目的として、起業家応援イベントを開催。
2024年度は地域の支援者と連携して規模を大幅に拡充し、11日間にわたり開催。



起業相談
（窓口・オンライン）

起業セミナー
（ハイブリッド）

開業ワンストップセンター

Sendai Startup Support Center

事業の構想段階から起業後のフォローまで起業家のステージに合わせて、
起業相談やセミナー、交流会等様々な支援メニューを提供。
スモールビジネス向けや開業手続きなどをワンストップで支援。

雇用労働相談センター

仙台市起業支援センター アシ☆スタ（2013年度〜）

5

起業家交流イベント
アシ☆スタビジネススクール

起業・創業なんでも相談DAY
（ワンストップ相談会）
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仙台市起業支援センター 起業支援件数
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アシ☆スタ開設以降、起業支援件数は増加傾向。
2016年度以降は毎年100件以上。2023年度は過去最高。
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一般社団法人IMPACT Foundation Japanは、復興支援プロジェクトに資金を援助する
カタールの支援を受けて、仙台市内に「 INTILAQ東北イノベーションセンター」をオープン。
仙台市と協定を締結し、社会起業家育成に取り組んでいる。
同センターは、社会起業家支援の中核拠点となっている。

INTILAQ東北イノベーションセンター（2015年度〜）
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「SOCIAL ENTREPRENEURS IMPACT REPORT
in TOHOKU」



小中学生を対象に、5人1組のチームに別れて仮想の会社を設立し、商品計画・事業計画作成・資
金調達・生産・販売・決算などの工程を通し、起業家マインドを学びながら本格的に「働く」ということを
体験するワークショップを実施。

また、高校生を対象に、社会起業家との協働作業を通して、東北の活性化につながる社会課題を探
究していくゼミ講座を実施。社会起業家の想いに触れ、「課題の本質に迫る調査」「課題発見」「アイ
ディア出し」「プロトタイプ」「テスト」という５つのプロセスを通じ、地元の社会課題解決を図るための探究
型学習を実践します。

※この他に、東北地方の小中学生対象のプログラミングコンテスト「とうほくプロコン」に仙台市が共催。

次世代起業家等育成（2017年度～）
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小中学生向け起業体験ワークショップ 高校生社会課題探求ゼミ



大学生/大学院生向けの、約半年間の人材育成プログラム「SIAC」

東北でビジネスを通じて社会課題解決を目指す同世代の仲間たちとともに、社会起業家へのフィールドトリップや
取材等を通じて社会課題に向き合い、問題を発見・定義し、解決策を考え、実行に移す実践的な学びの場を提供。
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大学生向け社会起業家人材育成プログラム（2021年度～）



目指すゴールとステージに応じた多様な支援プログラムを用意し、起業家をサポート。
仙台市だけではなく、東北地方全域を対象とした集中支援プログラムを実施。

東北ソーシャル・インパクトアクセラレーター（SIA）
東北ソーシャル・インパクト・ブースター（SIB) 東北グロースアクセラレーター（TGA）

2017年度からの8年間で191者の起業家を支援

仙台・東北の強みを活かしつつ、社会的・経済的インパクトの創出に
挑戦し続けるスタートアップのエコシステムを構築してきた

東北全域を対象とした集中支援プログラム（2017年度～）
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社会課題の解決を第一義に展開し、
経済的持続性と社会インパクトを備えた

インパクト・スタートアップ

社会的・経済的インパクトを両立し、
成長志向で、より広い市場を目指す

ディープテック・スタートアップ
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団体名 役職 職務 氏名

仙台市 市長 会長 郡 和子

国立大学法人 東北大学 総長 副会長 冨永 悌二

一般社団法人 東北経済連合会 会長 副会長 増子 次郎

一般社団法人 仙台経済同友会 代表幹事 副会長 西井 英正

経済産業省 東北経済産業局 局長 佐竹 佳典

株式会社 七十七銀行 取締役頭取 小林 英文

公益財団法人 仙台市産業振興事業団 理事長 遠藤 和夫

仙台商工会議所 会頭 藤﨑 三郎助

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 東北本部 本部長 矢内 友則

宮城県 副知事 小林 徳光

一般社団法人 IMPACT Foundation Japan 代表理事 竹川 隆司

スパークル 株式会社 代表取締役 福留 秀基

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会（2019年度～）

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会 第一号会員名簿（2024年7月時点）



スタートアップ・エコシステム拠点都市選定（2020年度～）
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拠点形成計画に掲げるKPIの達成状況について（2020年7月～2024年3月累計）

スタートアップ
創出・育成（累計） 370社 / 300社

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会参画団体の支援を通じて
大学等の研究成果や技術シーズを活用し、社会課題の解決を目指すス
タートアップを300社以上輩出・育成する。

資金調達額
（単年度） 62.2億円 / 50億円

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会参画団体が支援を行った
スタートアップの資金調達額の合計額が2024年単年で
50億円以上となる。

ユニコーン創出
（2024年までに） 東北大学発1社 / 1社

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会参画団体が支援を行った
スタートアップのうち時価総額が2024年時点で1,250億円以上とな
るユニコーン企業を創出する。

地域企業との
協業（累計） 585件 / 400件

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会参画団体の支援を通じて
地域の大企業や中小企業とスタートアップの協業を400件
以上実現する。

グローバル
（累計） 550件 / 100件

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会参画団体が支援を行うス
タートアップが海外のスタートアップイベント出展等を通じて海外企業
や自治体等との協業を100件以上実現する。

スタートアップビザ
（累計） 27名 / 50名

外国人創業・起業活動促進事業（スタートアップビザ）を活用し、
仙台・東北での起業を希望する外国人に対して支援を行い50名
以上の起業を支援する。



東北経済産業局と仙台市が事務局を担い、仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会と連携し
「J-Startup TOHOKU」を始動。今後の飛躍的成長やグローバルな活躍が期待される有力なスター
トアップ企業を選定。2024年に3次選定として新たに6社を選定（2025年3月時点で38社）。

官民連携のもと、 「J-Startup TOHOKU 地域サポーターズ」をはじめとする事業会社やVCとのマッ
チングや集中的な広報支援等を通じて、スタートアップ企業の成長を支援。

J-Startup TOHOKU（2020年度～）
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国内トップクラスの研究開発環境
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次世代放射光施設「ナノテラス」の運用開始
（2024年4月）

ナノレベル（10億分の1メートル）の測定が可能な
世界最高水準の巨大顕微鏡によるイノベーションの創出

東北大学が「国際卓越研究大学」第一号に選定
（2024年11月）

世界最高水準の研究大学の実現に向けた
国の10兆円ファンドによる集中支援も活用して
東北大学発スタートアップを25年で10倍に

仙台・東北の強み（ディープテック・スタートアップ）



株式会社ElevationSpace
代表取締役 小林 稜平 氏

国際宇宙ステーションに代わる小型
人工衛星による宇宙環境での実証・
実験サービス「ELS-R」を開発。
累計21億円調達。

輝翠TECH株式会社
代表取締役 タミル・ブルーム氏

月面探査機の最新技術で人材不足や
高齢化など農業の課題解決に向け、
オフロード自律走行AIロボット事業を
展開。
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アイラト株式会社
代表取締役 角谷 倫之 氏

放射線治療AI ”AIVOT” を開発し、
AIを用いて様々なプロセスを自動
化し、高精度な予測技術を使った高
品質な治療計画、合わせて安全性の
確立と省力化を実現。

パワースピン株式会社
代表取締役社長 福田 悦生 氏
代表取締役COO 遠藤 哲郎氏

消費電力を100分の1に低減するス
ピントロニクス半導体技術により半
導体設計事業を展開。
累計35.5億円調達。

本市プログラム アルムナイ（ディープテック・スタートアップ）



16

仙台・東北の強み（インパクト・スタートアップ/社会起業家）

“東北のアントレプレナーと一緒に仕事をしたことが、自分のミッションを考え直すきっかけになった”

ハーバード・ビジネススクールも注目する東北の社会起業家

東日本大震災以降、ハーバード・ビジネススクール（HBS)が東北地
方に学生を派遣し、現地で学ぶプログラム「Japan IXP」を開催。

世界のトップエリートたちが、被災地で活動する社会起業家と関わ
る中で、 利益の最大化だけが企業の目的ではないことや、ビジネ
スを行う上で「自分の人生でなすべきことは何か、何のために生き
るのか」（Being）が重要であることを再認識している。

HBSでは東北地方を「真正なアントレプレナーシップの世界的な実
験場」と位置づけ、参加者・起業家双方の学びの場として現在もプ
ログラムを継続している。



本市プログラム アルムナイ（インパクト・スタートアップ）
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株式会社北三陸ファクトリー
代表取締役 下苧坪 之典 氏

うに再生養殖や6次産業化を通じた水産業
の課題解決と活性化に取り組む。
2023年にオーストラリアに現地法人を設
立。

株式会社キューテスト
代表取締役 中原 絵梨香 氏

「東北から日本の子育てを楽しくするイン
フラを創る」をミッションに掲げ、0歳0カ
月から頼める保育家事事業、託児事業、産
前産後ケア、ヘルステック事業などに取り
組む。

認定NPO法人STORIA 代表理事
一般財団法人仙台こども財団 理事
佐々木 綾子 氏

こどもの貧困の連鎖を断ち切り、「愛情が循環する未来へ」
というビジョンのもと、こどもの居場所づくりや孤立家庭を
防ぐための事業等に取り組む。市民協働事業提案制度を
きっかけに、「ひとり親からのメール相談」「子どもの居場所
づくり」が市事業として実施されている。

株式会社ヘラルボニー
代表取締役 松田 文登 氏

知的障がいのあるアーティストの描
く作品をベースにブランドを展開。
J-Startup及びJ-Startup 
IMPACTに採択。日本企業として
初めてLVMH Innovation 
Award 2024受賞。



市長によるスタートアップ先進地訪問 in Silicon Valley（2023年）

1月にシリコンバレーを訪問。現地のスタートアップや投資家、スタンフォード大学で学ぶ学生や研究者、現地プログ
ラムに参加している仙台・東北のスタートアップなどと、仙台・東北のスタートアップ・エコシステムの更なる発展に向
けた意見交換を実施。

ナイアンティック社経営幹部との意見交換

スタンフォード大での市長メッセージ スタートアップとの意見交換スタンフォード大研究者による講義 スタンフォード大での記念撮影

ナイアンティック社での記念撮影 意見交換会参加者との記念撮影ナイアンティック社の視察

18



2023年度からスタートアップ支援を大幅に強化

スタートアップを経済成長のエンジンに

「本市には世界レベルの研究機関である東北大学

が立地し、スタートアップ・エコシステムの発展に

向けた産学官金の連携が構築されています。

若者をはじめ、多くの方が刺激し合いながら挑戦

を繰り返し、世界への飛躍を目指す。その後押し

を行うことがこのまちの持続的成長に不可欠だ

との思いを強くしたところでございます。」

（令和5年度施政方針より）
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さらなるスタートアップ支援環境の充実に向けて（2023年度～）

仙台の強みを活かしつつ、
社会的・経済的インパクトの創出に挑戦するスタートアップの輩出
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方向性① ロールモデルとなるスタートアップの輩出
東北大学等の研究開発型スタートアップに対する支援を通じて、

ロールモデルの輩出を目指す

方向性③ 学生・若者のアントレプレナーシップの醸成
最先端の教育プログラムの実施や

海外先進地域への派遣プログラムへの参加機会を提供

方向性② ロールモデル予備軍の発掘・育成
ワンストップ支援拠点を市内に整備し、ロールモデル予備軍の発掘・育成を行うとともに、

首都圏からの支援人材等の呼び込みに向けた取り組みを行う



海外スタートアップ
イベント出展

シンガポール／スウェーデン
スペイン

①ロールモデルの輩出

ディープテック・スタートアップへの集中支援／海外展開支援

21

ミドル・アーリー期の
スタートアップへの
カスタマイズ型支援

研究者・学生等の
ビジネス立ち上げ

支援
シリコンバレーの

アクセラレーターによる
個別指導



②ロールモデル予備軍の発掘・育成

首都圏のベンチャーキャピタル、アクセラレーターなど支援者やCxO人材とのネットワーク構築
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首都圏スタートアップ支援拠点開設

イベント開催・登壇によるネットワーク創出

CXO候補人材／VCとのマッチング

CXO候補 100名超マッチング
VC 10社超マッチング

オンラインコミュニティ

700名超が登録

ライフサイエンス分野の強化

R6年6月より特別会員に



Stage.01
アントレプレナーシッププログラム
世界最大・最先端のオンライン教育プ
ラットフォームCourseraとMoU締結
欧米の最先端のアントレプレナーシップ
関連の人気コースを提供

300名が応募、100名超を選抜 20名を選抜

Stage.02
リーダーシッププログラム
ハーバード・ビジネススクールの人気
オンラインプログラム受講
HBS元教授竹内弘高氏による特別
セッションも開催

Stage.03
ボストン・シリコンバレー派遣
米国ボストン、シリコンバレーに派遣
し、ハーバード大学、スタンフォード
大学、MITメディアラボなどのイノ
ベーション拠点を訪問

世界標準の人材育成プログラム
2年間で約200名にプログラムを提供、約40名を米国に派遣

③学生・若者のアントレプレナーシップの醸成
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仙台グローバルスタートアップ・キャンパス ファイナルピッチ

2023年度のSGSCの総決算として、「SGSCファイナルピッチ2024」を開催。
SGSC参加者から選ばれた14名が自らのユニークなビジネスアイデア／プランを発
表。
国際基督教大学理事長／HBS元教授の竹内弘高先生とSGSC参加者によるトーク
セッションも実施。当日は、その竹内先生に加えて、医療法人社団やまと理事長田上
佑輔氏、THE CREATIVE FUND, LLP 創業代表パートナー小池藍氏と、豪華特別
ゲストもお招きして、事務局メンバーと共にピッチへのフィードバックや審査を行った。



スタジオをハブとして、地域内外の支援人材・支援拠点の連携を強化
支援体制のさらなる充実を図る

東北大学青葉山ガレージ

東北大学連携ビジネスインキュベータ

enspace

INTILAQ東北イノベーションセンター

仙台市起業支援センター

仙台スタートアップスタジオの開設

CIC Tokyo等と連携した
首都圏からの支援人材等の

呼び込み

東北大学等と連携した
国内外からのスタートアップ

人材等の呼び込み
仙台スタートアップスタジオ

2024年3月
アーバンネット仙台中央ビル内に
「仙台スタートアップスタジオ」開設
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仙台市、東日本電信電話株式会社、NTTアーバンソリューションズ株式会社は

「都心部の活性化に関する連携協定」を2020年5月締結

せんだい都心再構築プロジェクトの第一号案件であるアーバンネット仙台中央ビルで

多様なイノベーション創出に向け以下の3つのテーマを中心に連携

次世代放射光施設の産業利用促進 スタートアップ拠点形成 新たな街の回遊促進

仙台スタートアップスタジオ設立の背景
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仙台スタートアップスタジオ







仙台スタートアップスタジオの支援メニュー

窓口相談

イベント開催 集中支援プログラム

メンターズボックス

外国人の起業相談対応

アドバイザリーボード

Sendai Startup Studio
Advisory Board

仙台・東北から世界を変えるスタートアップの創出を目指し、スタートアップの事業立ち上げや事業成長に向けた
様々な支援をワンストップで提供するとともに、市内に集積する多様な支援者及び首都圏の東北にゆかりのある支
援者等との連携強化を図るスタートアップのためのワンストップ支援拠点として開設。



仙台スタートアップスタジオの支援メニュー①

窓口相談
スタートアップの成長ステージに応じた課題に対して
仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会の
メンバーをはじめとした
様々な専門知識を持った支援機関や
先輩経営者、投資家等がアドバイスを行う
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仙台スタートアップスタジオの支援メニュー②

アドバイザリーボード
仙台経済同友会との連携のもと、仙台・東北の経営者の皆さんが
事業の成長・拡大に向けた経営、 組織づくり、販路拡大などに関する
アドバイスを行う

アドバイザリーボードメンバー

橋浦 隆一 氏
今野印刷株式会社
代表取締役社長

福田 大輔 氏
株式会社福田商会
代表取締役

青木 聡志 氏
株式会社
ハミングバード・
インターナショナル
代表取締役社長

竹川 隆司 氏
株式会社
zero to one
代表取締役CEO

谷藤 雅俊 氏
MATトライアングル
株式会社
代表取締役CEO
公認会計士
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仙台スタートアップスタジオの支援メニュー③

メンターズボックス
首都圏等で活躍するスタートアップ経営者、ベンチャーキャピタル、エンジェル
投資家を中心とした皆さんが、新規事業の練り上げや資金調達などビジネスの
立ち上げに向けたアドバイスを行う

メンターズボックスメンバー

33

・TOMORROW COMPANY INC.
Founder & CEO 鈴木 修 氏

・株式会社キープレイヤーズ 代表取締役 高野 秀敏 氏

・THE CREATIVE FUND, LLP
代表パートナー 小池 藍 氏

・STORES株式会社 元取締役CPO 塚原 文奈 氏

・株式会社慶應イノベーション・イニシアティブ
シニアアソシエイト 鈴木 利洋 氏

・JR東日本スタートアップ株式会社
代表取締役社長 柴田 裕 氏

・株式会社テーブルクロス CEO 城宝 薫 氏

・株式会社MTG Ventures 代表取締役 藤田 豪 氏

・One Capital株式会社 パートナー 横田 有香子 氏

・AZX総合法律事務所
COO マネージングパートナー 弁護士 菅原 稔 氏

・法律事務所ZeLo 弁護士 官澤 康平 氏
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アドバイザリーボード トーク＆ミートアップディープテックスタートアップの可能性と課題 どうしてあなたはスタートアップに？

起業アイディア創出・解像度アップワークショップ スタートアップ資金調達勉強会 How to Succeed in a Global Business

仙台スタートアップスタジオの支援メニュー④

イベント
アイデアを形にするためのワークショップ
スタートアップの立ち上げや経営に関するノウハウを提供するセミナー
スタートアップと地域の企業をつなぐピッチイベント
スタートアップに関心のある皆さんがつながる交流イベントなどを開催



オープニングイベント



アドバイザリーボードキックオフイベント



仙台スタートアップスタジオの支援メニュー⑤

集中支援プログラム＆事業発表会
大学の研究成果を社会に役立てたい方や大学発スタートアップ等を対象として
人材獲得や資金調達などに関する集中的な支援を実施

SENDAI Global Startup Base
スタートアップ立ち上げを目指す学生や
若者に対して、ベンチャーキャピタル等に

よる伴走支援プログラムを実施

POWER UP
ディープテックスタートアップの事業化や
事業の成長に不可欠なCxO人材の確保や

資金調達に向けた伴走支援を実施

TGA Deep Tech
仙台・東北のディープテックスタートアップ

を対象に、各社のニーズに応じた
カスタマイズ型のハンズオン支援を実施

海外スタートアップイベント出展／海外アクセラ招聘
「SWITCH」や「BIO-EUROPE」、「4YFN」など海外のスタートアップ
イベントへの出展や海外アクセラレーターの招聘プログラムを通じて

ディープテックスタートアップの海外展開支援を実施

みちのくアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム
アントレプレナーシップ教育プログラムや、大学の研究者・学生を対象に
研究成果の事業性検証のためのGAPファンド支援プログラムを実施

主幹機関：東北大学 幹事自治体：仙台市
37



仙台スタートアップスタジオの支援メニュー⑥

スタートアップビザ
仙台市内でのビジネスの立ち上げを目指す外国人の方を対象に
英語でビジネスプランの作成支援や各種手続きに関するアドバイスを行う

首相官邸公式 YouTube 38



今後の取組み 「仙台グローバルスタートアップ・ハブ」の開設

仙台・東北からグローバルに活躍するスタートアップを連続的に輩出するエコシステムの形成に向け、
新たに「仙台グローバルスタートアップ・ハブ」を開設。海外のベンチャーキャピタル、大学、アクセラレー
ターなどとの連携体制を構築し、海外展開を志向するスタートアップや仙台・東北での起業を希望する
外国人、仙台・東北への事業展開を目指すスタートアップに対する相談対応やハンズオン支援など、
Inbound＆Outboundをワンストップで支援。

海外展開を志向する
スタートアップに対する相談対応

現地のニーズや商習慣に関する
グローバルビジネス研修

スタートアップのニーズに基づく
国内・海外展示会への出展支援

海外での商談獲得・成約に向けた
伴走支援

外国人起業コミュニティ構築海外スタートアップの仙台進出支援
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他都市

海外

首都圏

東北の中枢都市として、

仙台・東北に暮らす人々が
豊かさを実感できる未来

の実現を目指す

Hub and Spoke

40

Sendai

スタートアップ・エコシステム拠点都市・仙台の方向性



仙台・東北から、世界を変えるスタートアップを


